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《歴史を作った名車たち、コスモスポーツ》

自動車関連財団 情報交換会(第5回)に参加

日本の主要自動車メーカーは1970～80年代に財団を設立し、2011～

12年の公益法人化を経て、現在、５財団がそれぞれユニークな公益事業を

行っています。いずれの財団も、不透明な環境下でより良い社会貢献を目指

して様々な工夫を重ねており、その実態や悩みを知ることは大変良い勉強に

なります。

今年度の交換会は12月9日に広島のマツダ本社で開催され、各社からの

活動報告と論議に加え、マツダミュージアム＋工場見学が組まれました。マツダ

の歴史を実車で懐かしく振り返るとともに、同社を支える良くオーガナイズされた

混流ラインに感心しました。

《マツダの意地と誇り、ロータリーエンジン》

2017年に向けて

2016年はあれよという間に暮れ、2017年が明けました。新年のご挨拶もせぬまま

既に仕事はスタートしてしまいましたが、皆様本年もよろしくお願いいたします。

2017年の活動の焦点は、財団のコアとなる価値をしっかり再定義して、その価値を

高めるために既存事業の進化や新たな挑戦を考えることだと思っています。コアの再定

義というと全く新しいことを考えるように聞こえますが、すでに日産財団には「人材育成」

というミッションと、「理科教育助成」「リーダーシップ講座」の、既に広く認知された事業

がありますので、これらに芯を通し、芯に沿った進化の計画を作ることかと思います。

具体的には以下のような視点を入れて考えたいと思います。

１）財団コアの再定義；21世紀型人材の育成

２）理科教育助成；財団に蓄積した知見(実践例)を活用した貢献

３）リーダーシップ講座；リーダー研究の深化、新ケース開発

修了生の組織化(アルムナイ)、若年層への拡大

まだラフなアイディアですので、皆様のお知恵をいただいて、精力的に進めていきたいと思

いますので、ご支援よろしくお願い申し上げます。
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内寄付など 0 0 50 1 0 リーダー講座収益　53
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生活・自然環境、社会福祉、教育文

化を助成、福祉社会の発展に資する

科学技術を国際的学際的に再評価、

人間性あふれる文明を創造
科学技術の振興、青少年の健全育成

小型自動車等に係る科学的研究の発

展と成果の普及
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する
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る
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《自動車関連財団のあらまし・・じっと見ると悩みが透けて見えてきます》


